
























































































































対象者 事業種別 作業内容，プログラム等注５） 所属機関
経験年数
Ａ氏 Ｂ型事業所 調理補助，ホール接客，手工芸 ５年８ヶ月













Ｇ氏 デイケア デイケアプログラム，就労プログラム ３年８ヶ月
Ｈ氏 Ｂ型事業所 下請け作業，一般就労支援 ４年９ヶ月






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A study on negative manner of the psychiatric
social workers in the support for work of the
people with mental disabilities（Part 2）
From the interview survey by PSW of the




Important problems in the welfare of people with
disabilities domain include the working of the people
with disabilities today. In late years increase of the
number of the people with mental disabilities in
particular the jobseekers and the number of finding
employment was remarkable and hit consultation
support of the independence support of the people
with mental disabilities again and did that I studied
a manner in the working support of a psychiatric
social workers expected as an important post to
carry the cooperation with other engines and other
types of job on.
In first report note, I reported the process that the
component of the negative manner in the working
support of the people with mental disabilities and a
negative manner were formed from the interview
survey by psychiatric social workers of the working
shift support establishment. In this report (the
second report), I aimed at the interview survey by
psychiatric social workers who belonged to working
continuation support establishment type B for the
analysis, and the connection of the component of
the negative manner about the working support and
the process clarified it. In addition, the problems by
not supporting it for an institutional problem in the
working continuation support project type B and
the general working became clear.
Key words
People with mental disabilities, Support for work,
Psychiatric social workers, Negative manner,
Working continuation support establishment type B
注１）北星学園大学大学院論集（第３号）
注２）本研究における消極的態度を定義するにあたり，就
労の価値・意義および障害者就労支援の動向について
第一報（前掲注１）で，「日本国憲法における勤労の
権利・義務」「働くことの意義」として Liberman，R．
P．の精神障害者の就労することの意義，さらに江畑
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がその意義について内容を分類整理したもの，さらに
国内および国際的な動向として「ワーク・ライフ・バ
ランスと Decent Work」を示している。
注３）仮説根拠の詳細は第一報（前掲注１）を参照された
い。
① PSWの精神障害者の就労に対する意識，自立概念
の多様性については，精神障害者の就労は疾病・病
状の不安定さから就労が困難であるという見方，再
発の危険因子という見方，そして再発を繰り返す就
労支援体験から就労よりも「働かない権利」が保障
されることの大切さが主張されることを示した。②
適応論という支援者の労働観については，授産施設
から一般就労への移行率１．０％という極めて少ない
移行状態について，施設内訓練を実施し，企業が求
める人材を育てるという適応論が根底にあることを
示した。③クライエントの一般就労に対する消極的
態度への支援者の肯定については，上記①②なども
背景にあり，さらに自己決定の尊重という原則によ
り，クライエントの就労に対しての消極的態度を肯
定する傾向があることを示した。
注４）調査対象の選定の背景，理由は，以下のとおりであ
り，詳細は第一報を参照されたい。
精神科医療機関（精神科デイケア）
精神科デイケア等については，比較的若い年齢層の利
用が多くなっている。多くの精神科デイケアにおいて
就労支援の対象となる若年者層の利用者が多く，また
プログラムを実施していることから調査対象とした。
障害者自立支援法における就労移行支援事業
就労移行支援事業は，事業そのものが一般就労支援を
対象としていることから調査対象とした。
就労継続支援事業Ｂ型
就労継続支援事業Ｂ型は，事業所内において，就労の
機会や生産活動の機会を提供（雇用契約は結ばない）
するとともに，一般就労に向けた支援を行う位置づけ
もあることから調査対象とした。
注５）作業内容，プログラム等については，事業種別によ
り以下のように記した。
精神科医療機関（精神科デイケア）
精神科デイケアについては，全体，小グループによる
クラブ活動（スポーツ，創作活動など）や話し合いな
ど様々なグループ活動が行われている。これらの活動
をプログラムと記し，その他就労に関するプログラム
（就労 SSTや就労に関する勉強会，就労体験として
の作業活動など）を実施している場合に，就労プログ
ラムと記した。
就労移行支援事業
就労移行支援事業については，訓練として行っている
主な作業，その他就労に関するプログラムを実施して
いる場合に就労プログラムと記し，面接同伴，一般就
労に向けて他機関との連絡や調整を行っていることを
一般就労支援と記した。
就労継続支援事業Ｂ型
就労継続支援事業Ｂ型については，就労の機会や生産
活動として提供している作業内容について記し，その
他就労に関するプログラムを実施している場合に就労
プログラムと記し，面接同伴，一般就労に向けて他機
関との連絡や調整を行っていることを一般就労支援と
記した。
注６）MGTAが本研究に適している理由は，以下のとお
り第一報（前掲注１）に３点挙げている。
①援助が提供され，利用者も行為で反応する直接的や
り取り（社会的相互作用）に関係し，人間行動の説明
および予測に優れた理論であること，②健康・生活問
題を抱えた人々に専門的に援助を提供するヒューマン
サービス領域に適しており，研究結果としてまとめら
れたグラウンデッド・セオリーがその解決や改善に向
けて実践的に活用されることが期待されること，③支
援者の就労支援に対する態度が生成されるプロセスを
明らかにすること
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